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196 11月3日の天気について（第1報）
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第3表

　　　　　第1図　東京における11月3日の天気（1886－1950年，65力年）

1921－1950年（後期）の11月3日　・　　　　　ここで天気図型は高橋博士の天気図型分類〔（1），1955〕

前後の東京天気表　　　　　　　　　　　　に従い，特に移動性高気圧の前面型，・後面型，トラフ型
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　また第1図にっいて各天気の累年の頻度を調べてみる

と，統計的には明瞭でないが，年数の終りに8のつく年例

えば1948は毎年雨となり，6のつく年は晴天である．こ

の事は気候の10年週期の存在と関係しているのかもしれ

ない．なおこの場合雨とは日雨量0．0ミリ以上であるか

ら，雨天というよりは天気が悪いと云うべきであろう．

　5．天気図型分類

　東京における11月3日の天気（1907－1950年，44力年）

と気圧分布との関係を知るため縮刷極東天気図を分類し

たのが第4表である．

第4表 11月3日の天気図型頻度回数
　　　　　　（1907－1950，44力年）
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　を付け加えた．この3つの型を第2図に示す．

　　移動性高気圧の前面型，後面型とは東京が移動性高気

　圧の前面又は後面に入った状態で，トラフ型とは本邦が

　トラフに入った揚合の型である．

　　第4表より東京が快晴または晴のときは移動性高気圧

　の前面型が大部分を占め，雨は移動性高気圧の後面型ま

　たはトラフ型であることが分る．

　　4．　結　　　論

　　以上のことより11月3日に東京では天気が良く，それ

が1921年以降著しいことが分った．

　　そして11月3日のシンギュラリティーは東京地方が移

動性高気圧に蔽われる結果発現することが分った．この

　ことは第2報において，シノプティックの立場から本邦

全体について調査した結果と一致することが分った．

　終りに終始御指導を賜った長尾隆教官に深謝すると

共に種々有益な御援助を戴いた畏友島田芳夫技官に感謝

致します．
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句一W一　　　　　　　　　　訂　　　　正

　Vo1．3，No．5の中で重要な誤があったので，

通り訂正致します．
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　　　　　第4図　天　気　図　型
（a）移動性高気圧塑前面型，（b）後面型，（c）トラフ型
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